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【目的】アカネ科クチナシ属の常緑低木クチナシ (Gardenia jasminoides) の葉を広食性の鱗翅目ハス

モンヨトウ (Spodoptera litura) 幼虫に摂食させると、成育阻害効果が見られた。ところが、加熱した

クチナシ葉を摂食させるとハスモンヨトウは成長した。したがって、成育阻害活性の発現には熱に不

安定な化合物の関与、もしくは酵素などのタンパク質の関与が示唆された。本研究では、ハスモンヨ

トウを用いて、植食性昆虫による食害に対するクチナシの防御機構の解明を試みた。 
 
【方法と結果】クチナシ葉をメタノールで抽出後、ODS カラムクロマトグラフィーを用いて精製し、

イリドイド配糖体の gardenoside [1] とgeniposide [2] を同定した。特に [1] は生葉重量に対し 3％
程度と多量に含まれていた。イリドイドはモノテルペンの一種でその多くが生理活性を持ち、中に

は昆虫に対して成育阻害効果を持つ物質も知られている。そこで本研究では [1] に着目し、生葉あ

るいは加熱葉を摂食させた幼虫の糞に含まれる [1] 量を LC/MS で比較した。その結果、前者では 
[1] が 1/10 以下に減少していた。したがって、生葉を摂食したハスモンヨトウの腸管内では、[1] は
遊離したアグリコンの形で存在していると考えた。そこで次に、[1] と [1] を β-glucosidase で処理

したものをそれぞれ人工飼料に添加しハスモンヨトウに摂食させると、後者を摂食させた場合に明

確な成育阻害が認められた。以上の結果から、クチナシ葉が食害を受けると葉中の β-glucosidase な
どの働きで [1] からアグリコンが遊離し、このアグリコンがハスモンヨトウ腸管内で成育阻害を引

き起こしていると示唆された。 
 
 

 

 

 

 

 
 Gardenoside [1]        Geniposide [2] 
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